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《雪どけ時季の事故防止》
もう春と ゆるむ心が 事故のもと

○ 人や自転車が活発になります、交差点付近では、特に周囲をよく見る
○ そろそろ自転車が・・・、自転車のふらつきや転倒に注意
○ 自転車を見かけたら、距離を空けましょう

《交差点事故をなくしましょう》
・黄色信号で交差点進入は、命取りになります 黄色信号は「止まれ」
・交差点手前で、黄色信号の場合は、加速しないで停止する

《追突事故をなくしましょう》
《バック事故をなくしましょう》

漫然運転、居眠りに注意しましょう 2時間走行15分休憩

《挟まれ・墜落・転落・下敷き 注意》

午前９時 室蘭、国道37号のカーブ
トラック2台と軽乗用車が絡む事故

軽乗用車を運転していた女性死亡
◇カーブで曲がりきれず、対向車線にはみ出して◇

◇正面衝突や路外逸脱事故になる前に、スピードダウンを ◇
２０２６／３／１７（火） １５：５３

１７日午前９時ごろ、室蘭市の国道３７号で軽乗用車とトラック２台のあわせて３台が絡む事故がありました。
軽乗用車と１台のトラックはゆるやかな左カーブを走行していて、対向車線を走っていたトラックが軽乗用車と
衝突したということです。この事故で軽乗用車を運転していた女性（７８）が病院で死亡が確認されました。

夜6時 右カーブの先
横断歩道のない場所、渡ろうとした男性
右から来た軽乗用車にはねられ死亡

◇夜間、早朝は、歩行者・自転車を見落としやすくなります◇
◇夜間、早朝、「人はいないだろう」と・・・漫然と運転することは危険です◇
◇ヘッドライトをこまめに切り替え、遠目ライトで早期発見 事故防止◇

２０２６／３／１７（火） １１：４４
１６日午後５時５０分ごろ、岩手県の市道で会社員の男性（５８）が横断歩道のない場所を渡ろうとしたところ、右

から来た軽乗用車にはねられ、意識のない状態で病院へ運ばれましたが、事故からおよそ１時間半後に死亡が確
認されました。現場は片側１車線の道路で、軽乗用車は右にカーブする場所を走行していました。

午前6時 軽自動車がカーブ手前で
センターラインを越えたか
軽自動車とトラックが正面衝突

軽乗用車の20代男性を意識のない状態で搬送
◇カーブで曲がりきれず、対向車線にはみ出して◇

◇正面衝突や路外逸脱事故になる前に、スピードダウンを ◇
◇デイ・ライトで知らせよう・・・自分の存在 はみ出し、正面衝突事故防止◇

２０２６／３／１８（水） １１：５５
１８日午前６時すぎ、長野県の国道で軽自動車とトラックが正面衝突する事故がありました。軽自動車を運転し

ていた２０代の男性が、意識の無い状態で病院に搬送されました。トラックの男性にけがはないもようです。軽自
動車がカーブの手前でセンターラインを越えて、反対側の車線に出たとみられ、事故の原因を調べています。


